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椎茸原木の菌打ち作業が完了
さとボラ44名

阪急桂駅：8時20分

ほたるの里到着：9時20分

昼食：12時

JR京都駅：8時00分

ぜんざい15時00分

菌打ち作業：9時4。0分

菌打ち作業：
13時00分

山に運び込み：
13時00分

さとボラの皆様

自宅からマイカー

今年もさとボラ（ふるさとボランティア）の皆様
と会員合同による椎茸菌打ち作業を行いました。
会員様には今回の菌打ち作業を行うにあたり、
昨年12月の原木の伐採、今年1月の駒切り、運

搬、昨年の菌打ち済みぼだ木立て等にお世話
になりました。

2月2日当日は左図のように44名のさとボラの
皆様は、観光バスやマイカーで格納庫に集合し
ていただき、担当者からの説明を受けた後、菌
打ち作業に取り組んでいただきました。作業は
10組に分かれて、各組にほたるの会員が指導
について菌打ちを開始しました。
お昼には夢ほたるの皆様による地元で採れた
コシヒカリのごはんと地元で採れた野菜、猪肉
を入れた芋煮、更にうどんを入れての昼食を準
備していただき、大鍋を囲んでさとボラの皆様と
ほたるの会員で交流を深めました。
午後は菌打ち作業班とぼだ木の運搬との2組
に分かれて作業を行っていただきました。菌打
ち作業（約700本）と運搬作業を午後3時に終え、
薪ストーブで焼いた地元産の新羽二重餅を入
れた小倉大納言によるぜんざいをみんなで頂き、
さとボラの皆様には帰宅の途についていただき
ました。
会員の皆様、特に美味しい昼食やぜんざいを
作っていただいた夢ほたるの皆様には大変お
世話になりありがとうございました。

解散：15時30分


